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Q1. 調査対象品（調査依頼を受けた製品）は
自社で原産資格を与える生産をしていますか？

チャート診断であなたに適切なJAFTASの操作方法をご案内します

以下Q1から質問に沿ってお進みください

JAFTAS利用方法診断チャート

はい いいえ

＜”自社”の定義について＞

•国内外の子会社や委託先は自社にあたりません

＜原産資格を与える生産とは＞

•各協定では仕分、梱包などのような軽微な作業のみでは十分な生産行為とみなさず、原産資格を
与えない旨が規定されております
それらを超える生産行為を行っているかを別紙1にてご確認ください
※協定によって規定内容が異なる場合がございます

JAFTASとは
JAFTASとは、Japan Automotive Free Trade Agreement Systemの略でFTA（Free Trade Agreement：自由貿易協定/
貿易において関税削減のメリットを享受する仕組み）を活用するためのシステムです。FTAを誰でも分かりやすく使えるよう、そしてFTAに付
随する業務を含め標準化した仕組みを取り入れた企業を超えた共通プラットフォームです。システムによる業務効率化・標準化と、サポート
デスクによる丁寧なご案内を2本柱としています。既に自動車業界にて1,500社を超える企業で導入いただいております。

JAFTASを利用すれば、FTAのルールに沿いシステムの中で自動的に書類作成の作業が行えるのはもちろんのこと、JAFTASの中で取引
先企業（仕入先・納品先）と原産性調査に関連するやり取りが行え、過去に作成した資料、情報を蓄積し参照、コピーして使うこともス
ムーズです。お使いいただくと、情報のデータベースとして活用することができます。

•自社の作業が原産資格を与えることとならない
作業に該当するか分からない方はサポートデスク
にお問い合わせください

•解釈が複雑なもの（セット品やキット品）に
ついてもサポートデスクにお問い合わせください

わからない

まずはここから！

03-5219-8761

jaftas_support@tktc.co.jp

お気軽にお問合せください JAFTASサポートデスク

平日 10:00 〜 17:00（12:00 〜 13:00を除く）

START

内製品 P2
Q2へ

外製品 P3
Q11へ
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Q6. 調査対象品の構成品（材料）のサプライヤー証明書を
 JAFTASを利用して仕入先から入手しますか？

 ※仕入先をJAFTASに招待せず、JAFTASの外でサプライヤー証明書
を入手する場合は「いいえ」に進んでください

パターン②内製品
JAFTASで構成品の
調査依頼をする

パターン③内製品
JAFTAS外から
構成品のサプライヤー
証明書を取り込む

パターン①内製品
構成品の原産資格
調査が不要

パターン④内製品
対比表・計算ワーク
シート・同意通知番号
をJAFTASへ取り込む

パターン⑤内製品
作成したサプライヤー
証明書をJAFTASに
取り込む、または入手
済の同意通知番号を
登録する

パターン⑥内製品
直接回答をする

【CTC、VA等のルールについての解説は下記をご参照ください】

・FTAコラム 5. 品目別原産地規則

・サポートデスクでもご案内・解説しています

パターン⑩調査ができない
（依頼差戻し)

内製品

Q9. 調査の結果をJAFTASへ登録し、

・サプライヤー証明書を
JAFTASで作成しますか？

・自社で作成済のサプライヤー
証明書を添付しますか？

・回答方法：同意通知の場合
⇒④⑤両方をご検討ください  

※④は定期原産性維持確認の際に、過去の調査をコピー
し有効期限を延長することが可能です

いいえ

Q1からの続き

いいえ

いいえ

又は

わからない

※CTC、VA等のルールについて理解したら、Q3への矢印に沿って進んでください

Q3へ

はい

調査を進めるうちに、調査対象品が達成（原産）に
ならない、もしくは構成品（材料）のサプライヤー証明書
が必要になった場合はパターン②をご参照ください

03-5219-8761

jaftas_support@tktc.co.jp

JAFTASサポートデスク

平日 10:00 〜 17:00（12:00 〜 13:00を除く）

お気軽にお問合せください

直接回答の
注意点はコチラ

Q7. JAFTASにて貴社より仕入先の招待は完了していますか？

【招待手順は下記をご参照ください】
•操作マニュアル 共通Ⅲ-2 
（企業招待・追加申請の手続き（依頼者））
•仕入先へのJAFTASの説明が必要な場合等は、
サポートデスクへお問い合わせください

招待手順の理解を進
めると共にパターン②へ

サポートデスクにご相談ください
事情をお伺いし
適切な方法をご案内します

Q3. 調査対象品は下記2点とも満たしていますか？
※1つでも当てはまらない場合は「いいえ」に進んでください

• 最終生産工程を日本で行っている

• 依頼元と調査対象品のHSコードの認識に相違は無い

Q2. CTC、VA等の原産品判定のルールを
理解していますか？

いいえ

Q5. 調査対象品の構成品(材料)は原産資格調査が
 必要ですか？

＜必要＞ （「はい」へ）
・自社の情報のみでは調査対象品が原産とならず、構成品の
サプライヤー証明書が必要

＜不要/不明＞ （「いいえ又はわからない」へ）
・自社の情報のみで調査対象品の原産性を証明可能
・又は、実際に調査をしないと不明

Q4. JAFTASの原産資格調査機能を活用しますか？
＜活用時＞ （「はい」へ）
・構成品情報をJAFTASへ入力することで、自動で原産資格判定が可能

※一部品目別原産地規則によっては判定不可
＜非活用時＞ （「いいえ」へ）
・JAFTAS外で判定が必要（但し、JAFTASへの構成品情報入力は不要）

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

はい いいえ

Q10. 依頼元と事前合意の上、
直接回答を行いますか？

【直接回答とは】
自社で原産資格判定を実施できない／しない
事情※があり、依頼元へ根拠情報を提供する
ことを指します
※例）第三者証明制度の輸出品で日商への

 申請が必要だが、企業登録が無い

いいえ

いいえ
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④と⑤の違いは
コチラ

⇒④へ

⇒⑤へ

④へ ⑤へ

Q8. 原産資格判定を自社で行いますか？

https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/easyguide_general.pdf#page=9
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/easyguide_general.pdf#page=19
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/easyguide_general.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/easyguide_general.pdf#page=28
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/easyguide_general.pdf#page=35
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/easyguide_general.pdf#page=39
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/easyguide_general.pdf#page=56
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/regular_check.pdf
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/easyguide_general.pdf#page=9
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/other_answer.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/other_answer.pdf#page=2
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パターン⑦外製品
JAFTASで仕入先に依頼を
かける(パススルー)

パターン⑧外製品
JAFTAS外で入手したサプライヤー
証明書をJAFTASに取り込む、または
入手済の同意通知番号を登録する

パターン⑨外製品
仕入先からの情報で直接回答する

パターン⑩調査ができない
（依頼差戻し)

外製品

＜CTC、VA等のルールについては下記をご参照ください＞

・FTAコラム 5. 品目別原産地規則

・サポートデスクでもご案内・解説しています

仕入先様から直接お問合せください

はい

いいえ

いいえはい はい いいえ

いいえはい

はい

いいえ

Q16. 依頼元と事前合意の上、直接回答を行いますか？

＜直接回答とは＞
自社で原産資格判定を実施できない／しない事情※があり、
依頼元へ根拠情報を提供することを指します
※例）第三者証明制度の輸出品で日商への申請が必要だが、

 企業登録が無い

はい仕入先様のFTAに対するご理解
を進めると共に、矢印に沿ってパ
ターン⑦に進んでください

Q1からの続き
いいえ

いいえ

03-5219-8761
jaftas_support@tktc.co.jp

JAFTASサポートデスク

平日 10:00 〜 17:00（12:00 〜 13:00を除く）

お気軽にお問合せください

直接回答の注意点はコチラ

サポートデスクにご相談ください
事情をお伺いし
適切な方法をご案内します

Q14. 仕入先からサプライヤー証明書や同意通知番号を
 JAFTASの外で入手できますか？

Q15. 仕入先から原産品判定に必要な情報を
 入手できますか？
例）対比表、計算ワークシート、総部品表、
製造工程フロー図 等

Q11. JAFTASにて、貴社より仕入先の
招待は完了していますか？

Q13. 仕入先をJAFTASへ招待することは可能ですか？
※JAFTASへ招待可能な場合、下記を参考に仕入先の招待を完了させ、
 「はい」へ進んでください

＜招待手順の解説は下記をご参照ください＞
•操作マニュアル 共通Ⅲ-2
（企業招待・追加申請の手続き（依頼者））

仕入先に対する下記のようなお困り事はサポートデスクにお問い合わせください
-仕入先にJAFTASについて説明できない
-仕入先の招待手続きが進まない

Q12. 仕入先はCTC、VA等の原産品判定の
 ルールを理解していますか？
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https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/easyguide_general.pdf#page=43
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/easyguide_general.pdf#page=48
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/easyguide_general.pdf#page=52
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/easyguide_general.pdf#page=56
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/other_answer.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
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【別紙1】協定別 原産資格を与えることとならない作業一覧（1/3頁）

下記に該当する作業のみではEPAにおいては十分な生産行為とみなされず、原産資格が与えられません。下記を超える生産行為を行っていることを
ご確認ください。不明点がある場合、自社での判断が難しい場合はサポートデスクにお問い合わせください。

(a) 産品の特性を実質的に変更しない水又は他の物質による希釈

(b) 産品の維持のために輸送中又は保管中に行う単純な作業（通気、冷却、損傷部分の除去、乾燥、物質の添加等）

(c) ふるい分け、分類又は選択

(d) こん包、再こん包又は小売用の包装

(e) セット、キット又は複合的な産品を構成する産品の収集

(f) 印章、ラベルその他これらに類する識別のための記号の使用

(g) 洗浄（粉じん、酸化物、油、塗装その他の被覆の除去を含む）

(h) 統一システムの解釈に関する通則2(a)の規定に従って一の産品として分類される部品及び構成品の単なる収集。単なる収集には、包装、取扱い又は

輸送の便宜を考慮してあらかじめ分類された原産品の部品及び構成品を収集することは含まない。

(i) 部品又は構成品への産品の単なる分解。包装、取扱い又は輸送の便宜を考慮してあらかじめ組み立てられた原産品を分解することは、単なる分解とは

みなさない。

日メキシコ協定

(a) 輸送又は保存の間に産品を良好な状態に保存することを確保する作業（乾燥、冷凍、塩水漬け等）その他これに類する作業

(b) 改装及び仕分

(c) 組み立てられたものを分解する作業

(d) 瓶、ケース及び箱に詰めることその他の単純な包装作業

(e) 統一システムの解釈に関する通則2(a)の規定に従って一の産品として分類される部品及び構成品の収集

(f) 物品を単にセットにする作業

(g) (a)から(f)までの作業の組合せ

日モンゴル協定

(a) 輸送又は保管の間に産品を良好な状態に保存することを確保する作業

(b) 改装及び仕分

(c) 組み立てられたものを分解する作業

(d) 瓶、ケース及び箱に詰めることその他の単純な包装作業

(e) 統一システムの解釈に関する通則2(a)の規定に従って一の産品として分類される部品及び構成品の収集

(f) 物品を単にセットにする作業

(g) (a)から(f)までの作業の組合せ

日チリ協定

(a) 輸送又は保管の間に当該産品を良好な状態に保管することを確保する保存工程（乾燥、冷凍、塩水漬け等）その他これに類する工程

(b) 改装及び仕分

(c) 洗浄、浄化及び粉じん、酸化物、油、塗料その他の被覆の除去

(d) 塗装及び研磨のための単純な工程

(e) 研ぐこと、単純な破砕又は単純な切断

(f) ふるい分け、選別、分類、格付又は組み合わせる工程（物品をセットにする工程を含む。）

(g) 瓶、缶、フラスコ、袋、ケース又は箱に単純に詰めること、カード又は板への単純な固定その他の単純な包装工程

(h) 統一システムの解釈に関する通則２ の規定に従って一の産品として分類される部品及び構成品の収集

(i) 産品又はその包装にマーク、ラベル、シンボルマークその他これらに類する識別表示を付し、又は印刷する工程

(j) 産品の単純な混合（異なる種類の産品の混合であるか否かを問わない。）

(k) 完成品とするための部品の単純な組立て又は産品の部品への分解

(l) 繊維のアイロンがけ又はプレス

(m)穀物及び米について、殻を除き、一部又は全部を漂白し、研磨し、及びつや出しする工程

(n) 砂糖を着色し、又は角砂糖とするための工程

(o) 果実、ナット及び野菜の皮、核及び種を除く工程

(p) 動物のとさつ

(q) (a)から(p)までに規定する工程の二以上の工程の組合せ

日スイス協定

※CTC、SPの場合

日マレーシア協定

日タイ協定

日インドネシア協定

日ブルネイ協定

日フィリピン協定

日ベトナム協定

日アセアン協定

(a) 輸送又は保存の間に産品を良好な状態に保存することを確保する作業（乾燥、冷凍、塩水漬け等）その他これに類する作業

(b) 改装及び仕分

(c) 組み立てられたものを分解する作業

(d) 瓶、ケース及び箱に詰めることその他の単純な包装作業

(e) 統一システムの解釈に関する通則2(a)の規定に従って一の産品として分類される部品及び構成品の収集

(f) 物品を単にセットにする作業

(g) (a)から(f)までの作業の組合せ
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(a) 輸送又は保管の間に産品を良好な状態に保存することを確保する作業（乾燥、冷凍、塩水漬け、損傷部品の除去等）その他これに類する作業

(b) 改装及び仕分

(c) 組み立てられたものを分解する作業

(d) 瓶、ケース及び箱に詰めることその他の単純な包装作業

(e) 統一システムの解釈に関する通則2(a)の規定に従って一の産品として分類される部品及び構成品の収集

(f) 粉じんの除去、ふるい分け若しくは選別、分類、格付、組み合わせる工程（物品をセットにする工程を含む。）、洗浄又は塗装から成る単純な作業

(g) 単純な切断、薄切り及び再こん包又は瓶、フラスコ、袋若しくは箱に詰めること、カード又は板への固定その他の単純なこん包作業

(h) 産品又はその包装にマーク、ラベルその他これらに類する識別表示を付し、又は印刷する作業 

(i) 産品の単純な混合（異なる種類の産品の混合であるか否かを問わない。）

(j) 完成品とするための部品の単純な組立て

(k) 動物のとさつ

(l) 産品の特性を実質的に変更しない水又は他の物質による単なる希釈

(m)(a)から(l)までの作業の組合せ

注 この条の規定の適用上、「単純な」として規定される作業とは、専門的な技能又は当該作業のために特別に生産され、若しくは設置された機械、器具

若しくは設備を必要としない場合の作業をいう。

日インド協定

(a) 輸送又は保管の間に産品を良好な状態に保存することを確保する作業（例えば、乾燥、冷凍、塩水漬け）その他当該作業に類する作業

(b) 改装及び仕分

(c) 瓶、ケース及び箱に詰めることその他の包装作業（小売用のこん包、開こん及び再こん包作業を含む）

(d) 組み立てられたものを分解する作業

(e) 統一システムの解釈に関する通則2(a)の規定に従って一の産品として分類される部品及び構成要素の収集

(f) 物品を単にセットにする作業

(g) (a)から(f)までの作業の組合せ

日ペルー協定

(a) 輸送又は保管の間に産品を良好な状態に保存することを確保する作業（例えば、乾燥、冷凍、塩水漬け）その他当該作業に類する作業

(b) 改装及び仕分

(c) 組み立てられたものを分解する作業

(d) 瓶、ケース及び箱に詰めることその他の単純な包装作業

(e) 統一システムの解釈に関する通則2(a)の規定に従って一の産品として分類される部品及び構成品の収集

(f) 物品を単にセットにする作業

(g) 産品を物理的に変更することなく単に再分類する作業

(h) (a)から(g)までに規定する作業の組合せ

日オーストラリア

協定

(a) 輸送又は保管のために産品を良好な状態に保存することを確保する作業

(b) 包装、再包装、貨物の仕分又は産品を小売用にすること（瓶、缶、フラスコ、袋、ケース又は箱に詰める作業を含む。）

(c) 産品の特性を実質的に変更しない水又は他の物質による単なる希釈

(d) セット、詰合せ、キット又は複合的な産品を構成することを意図した産品の収集

(e) (a)から(d)までに規定する作業の組合せ

TPP11

(a) 輸送又は保管の間に当該産品を良好な状態に保つことを確保することのみを目的とする保存のための工程（乾燥、冷凍、塩水漬け等）その他これに

類する工程

(b) 改装

(c) 仕分

(d) 洗浄、浄化又は粉じん、酸化物、油、塗料その他の被覆の除去

(e) 紡織用繊維及びその製品のアイロンがけ又はプレス

(f) 塗装又は研磨の単純な工程

(g) 穀物及び米について、殻を除き、一部若しくは全部を漂白し、研磨し、又は艶出しする工程

(h) 砂糖を着色し、これに香味を付け、若しくはこれを角砂糖とするための工程又は固体の砂糖の一部若しくは全部を粉砕する工程

(i) 果実、ナット又は野菜の皮、核又は殻を除く工程

(j) 研ぐこと、単純な破砕又は単純な切断

(k) ふるい分け、選別、分類、格付又は組み合わせる工程（物品をセットにする工程を含む。）

(l) 瓶、缶、フラスコ、袋、ケース又は箱に単純に詰めること、カード又は板への単純な固定その他の全ての単純な包装工程

(m)産品又はその包装にマーク、ラベル、シンボルマークその他これらに類する識別表示を付し、又は印刷する工程

(n) 産品の単純な混合（異なる種類の産品の混合であるかどうかを問わない。） （注）この条の規定の適用上、産品の単純な混合には、砂糖の混合を含む。

(o) 単に水を加えること、希釈、脱水又は産品の変性（注）この条の規定の適用上、変性には、特に、毒性を有する物質又はひどい味の物質の添加による

食用に適しない産品の製造を含む。

(p) 完成した物品若しくは統一システムの解釈に関する通則２(a) の規定に従って完成したものとして分類される物品とするための部品の単純な収集若しくは

組立て又は産品の部品への分解

(q) 動物のとさつ

注 上の規定の適用上、上に規定する工程を行うために専門的な技能又は特別に生産され、若しくは設置された機械、器具若しくは設備を必要としない場合

には、当該工程は、単純な工程とする

日EU協定

日英協定

下記に該当する作業のみではEPAにおいては十分な生産行為とみなされず、原産資格が与えられません。下記を超える生産行為を行っていることを
ご確認ください。不明点がある場合、自社での判断が難しい場合はサポートデスクにお問い合わせください。
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(a) 輸送又は保管のために産品を良好な状態に保つことを確保する保存のための工程

(b) 輸送又は販売のために産品を包装し、又は提示する工程

(c) ふるい分け、選別、分類、研ぐこと、切断、切開、破砕、曲げること、巻くこと又はほどくことから成る単純な（注）処理

　注) この条の規定の適用上、「単純な」として規定される活動とは、専門的な技能又は特別に生産され、若しくは設置された機械、器具若しくは設備を

　　　　必要としない活動をいう。

(d) 産品又はその包装にマーク、ラベル、シンボルマークその他これらに類する識別表示を付し、又は印刷する工程

(e) 産品の特性を実質的に変更しない水又は他の物質による単なる希釈

(f) 生産品の部品への分解

(g) 動物をとさつする工程（注）

　注) この条の規定の適用上、「とさつ」とは、動物を単に殺すことをいう。

(h) 塗装及び研磨の単純な工程

(i) 皮、核又は殻を除く単純な工程

(j) 産品の単純な混合（異なる種類の産品の混合であるかどうかを問わない。）

(k) (a)から(j)までに規定する二以上の工程の組合せ

RCEP

下記に該当する作業のみではEPAにおいては十分な生産行為とみなされず、原産資格が与えられません。下記を超える生産行為を行っていることを
ご確認ください。不明点がある場合、自社での判断が難しい場合はサポートデスクにお問い合わせください。
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ＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡＰＡＮ の
モノづくり
その先へ

〒100-0005 東京都千代田区丸の内三丁目1番1号 国際ビル

https://jaftas.jp/

03-5219-8761

jaftas_support@tktc.co.jp

お気軽にお問合せください JAFTASサポートデスク

平日 10:00 〜 17:00(12:00 〜 13:00を除く)

https://jaftas.jp/
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